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【研究テーマ】 

1. 臓器表面からの薬物吸収を利用した新規投与形態に基づくDDSの開発 
2. 薬物の臓器内特定部位への移行の速度論的解析および標的指向化の製剤設計 
3. 局所における薬物相互作用を利用した新規DDSの開拓 
4. 腹腔内臓器からの薬物吸収性を考慮したモデルに基づく全身体内動態の再構築 
5. 薬物療法の個別化を目指した、病態時や相互作用による薬物体内動態の変動予測 
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【研究費取得状況】 

1. 病巣部位の選択的治療を目指した抗癌薬や遺伝子の肝臓表面投与製剤の開発; 日本学
術振興会科学研究費 基盤研究（C） 

2. 局所標的化を目的とした肝臓表面からの薬物吸収動態に及ぼす病態や肝切除の影響; 
中冨健康科学振興財団 研究助成金 

3. 低体温療法時における薬物療法の最適化を目的とした薬物体内動態変動要因の解析, 
長崎大学 大学高度化推進経費 研究プロジェクト（個人で行う萌芽的研究） 
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【過去の研究業績総計】 
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特許 0件 


